
令和 ７年 １０月 ９日 （木）

　　　　　　東温市学校体育会　上浮穴郡学校体育会　　 　
　　　　　　東温市教育委員会　久万高原町教育委員会　　

令和７年度

第21回　東温市・上浮穴郡中学校新人体育大会

組合せ（団体のみ）



1 日　時 令和７年10月9日（木） 予備日　10日（金）

○ソフトテニスは、雨天順延の場合がある。

○サッカーは雨天でも行うが、大会に支障のある場合は順延する。

○警報（暴風･大雨･洪水）が発表されている場合は全競技を順延する。

※国道33号線は連続雨量250㎜以上で通行止めの可能性あり。

※14日㈫以降に順延される場合は、学校施設を利用して実施する。

2 主　催

3

性別

男女

-

男女

男女

男女

男女

男女

4 大会役員

(川内)

(重信)

(久万)

(重信)

(川内)
(トレーフル)

(川内)

(重信)

(重信)

(重信)

(重信)

(川内)

(久万)

(美川)

(重信)

(美川)

(重信)

(美川)

(川内)

(久万)

(久万)

(美川)

(W☆P)

(W☆P)

(W☆P)

(久万)

(重信)

(重信)

(川内)

(美川)

(重信)

(川内)

(川内)

(重信)

※　軟式野球、新体操、ハンドボール、ソフトボール、柔道、テニスは予選を行わない。
　（推薦により県大会出場とする）

剣道 久万高原町B&G

〇高江　健斗

佐藤　　太 (久万) 竹村　優花

　森　　裕志
　吉崎　雅士
　原田　佳奈

重岡　治沙 (重信)
　吉田　　郷
土井内 幸太

　宮内　利樹

(美川)
　春藤　康宏

　髙橋　　淳

(重信)

　石丸　貴大

ソフトテニス 東温市総合公園

〇村上　　嵩

橋本　　清 權田 千恵子 (南吉井小)

　二宮　直人
　勝木　規夫

バドミントン 久万中学校

〇田坂　優佳

新田　敏之 明賀　知美

　井谷　清乃
　野間　　剛

卓球 重信中学校

〇澤木　一敏

築山　信雄

(久万)

　濱　　成士
　中橋　亮介
　萩井　信貴
　水本　允輔

　谷口　幸隆

バレーボール 川内中学校
○渡部　真平

大野 小百合 田中　輝美

(北吉井小)

　山本　健太

サッカー 東温市総合公園

〇吉村　優輝

橋本　　清 權田 千恵子 (南吉井小)
　水田　正志
　河野　　司

(川内)
　寺岡万名登

競技名 会場 競技役員 開閉会式挨拶担当 救護

バスケットボール ツインドーム重信
〇髙橋　一輝

松本　俊秀 中村 ひろみ

剣道 久万高原町B&G 8:00 9:00 9:15 13:00

バドミントン 久万中学校 8:00 8:40 8:50 15:00

卓球 重信中学校 8:30 9:00 9:15 12:00

ソフトテニス 東温市総合公園 8:00 9:00 9:15 15:30

バレーボール 川内中学校 8:00 9:00 9:30 12:00

サッカー 東温市総合公園 8:00 8:45 9:30 16:00

閉会式目安

バスケットボール ツインドーム重信 8:30 9:00 9:30 11:00

第21回　東温市・上浮穴郡中学校新人体育大会　実施要項

東温市学校体育会 上浮穴郡学校体育会

東温市教育委員会

日　程

競技名 会場 開場 開会式 競技開始

久万高原町教育委員会



5 県大会出場枠及び各校個人戦エントリー数

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

女

個人団体
郡市予選における各校個人エントリー可能数

愛媛県大会出場枠
性別競技名

フリー S16 D8 制限なし

新体操 フリー フリー 制限なし

ソフトボール
フリー

1

テニス
フリー S16 D8 制限なし

剣道
1 4

制限なし
1 4

柔道
2 4

各階級とも制限なし
2 4

ソフトテニス
1 4

男子８ペア・女子４ペア
1

バドミントン
2 S4 D4

男子Ｓ８　・D８ﾍﾟｱ　女子Ｓ８・Ｄ８ﾍﾟｱ
2 S4 D4

4

卓球
1 S4 D2

男子S10・D８ペア・女子S10・D８ペア
1 S4 D2

軟式野球 1

バレーボール
1

1

サッカー 1

ハンドボール
1

バスケットボール
1

1



7 参加団体一覧

男 〇

女 〇 〇

〇 〇 〇 〇

男 〇

〇(合同) 〇(合同)

男 〇 〇

女 〇 〇

男 〇

女 〇 〇 〇

男 〇 ●

女 〇 ●

男 ○ ○ 〇 ●

女 ○ ○ ●

男

女 ●

男 ○ ○ ●

女 ○ ● ○

男 ○

女

男

女 ●

女 ●新体操

テニス

ソフトボール

重信中
(推薦)

剣道
重信中 川内中

久万中 重信中

柔道

バドミントン
川内中 久万中

久万中 川内中

卓球
重信中(推薦)

重信中(推薦)

ソフトテニス
重信中 (推薦)

重信中 川内中

軟式野球 川内・重信
(推薦)

バレーボール
重信中

重信中

サッカー トレーフルFC 重信中

ハンドボール
HCえひめ
(推薦)

バスケットボール
重信中(推薦)

重信中

トレー
フルFC

HCえ
ひめ

Ｗ☆
ＰＥ
ＡＣ
Ｅ

ヨシムラ
テニスア
カデミー

令和６年度入賞校

優勝校 準優勝校
競技名 重信 川内 久万 美川



1

2

3 ○

4

5

　　 男子 女子

重信

-

-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -

-

6

7

○

○

○

○

○

○

○

○ 　ゾーンディフェンスは禁止とする。

コーチとアシスタントコーチは、試合中にチーム・ベンチエリア内で両者同時に立ち続けることは認められな
い。

審 判 員 公認審判員２名   補助員（重信中男子バスケットボール部）

　大会規定・諸注意

　2025（公財）日本バスケットボール協会規則による。

　試合球は、（公財）日本バスケットボール協会検定球、男子７号・女子６号の皮革製とする。

　ベンチは、組合せ番号の小さい方がオフィシャル席に向かって右側とする。

　ユニフォームの色は、組合せ番号の小さい方が白色とする。

　メンバー表は、ゲーム開始１０分前までにオフィシャル席に提出する。

ベンチに入る者は、登録された選手１５名と引率責任者・コーチ・アシスタントコーチ・マネージャー各１名と
する。引率責任者・コーチは、出場校の校長・教員（非常勤は除く）・部活動指導員とし、アシスタントコーチは
校長が認めた者とする。また、マネージャーは、出場校の教員または生徒とする。ただし、教員以外の指導者
の場合は、試合中に証明書を確認できるようにしておく。

2 川内

山本　健太

参 加 団 体 　（男子) 重信

　（女子) 重信・川内

組 合 せ

(推薦)
1 重信

会 場 ツインドーム重信 競 技 開 始 9:30

競 技 役 員 髙橋　一輝

競 技 名 バスケットボール 開 場 8:30

開 会 式 9:00



1

2

3 ○

4

5

～

～

～

～

～

6

7 大会規定・諸注意

○

○

○
○

○

○

○

○

○

試合時間は、６０分（３０分－１０分－３０分）とする。勝敗が決しないときは、１０分間（５分ハーフ）延
長し、なお決しないときは、ＰＫ方式によって勝敗を決する。
天候によっては、飲水タイムまたは、クーリング・ブレイクを設けることがある。ただしその決定は、大
会競技委員会で行うものとする。その他細部については、当日監督会議で決定する。

ユニフォームを必ず持参すること。（２着以上が望ましい。）

審判員と同一または類似色のみのユニフォームのシャツを用いることはできない。ゴールキーパー
についても同様である。
雷発生の危険性が高い場合は、直ちに試合を中断し、その後の処置については、大会本部で決定
する。

本大会において退場を命じられた選手は、次の試合に出場できない。違反行為の内容によっては、
大会競技委員会（規律委員会に代わるもの）でそれ以後の処置について決定する。

決勝戦 １勝者 - ２勝者 14:30 15:40

審　　判　　員
公認審判員９名、各団体の監督・コーチ４名
（予備審判・本部運営）

２０２５年度(公財)日本サッカー協会の「サッカー競技規則」による。また、県中体連の総合体育大
会サッカー競技の要項に準ずる。
選手登録は１８名とし、競技開始前に登録した最大７名の交代要員の中から７名までの交代が認め
られる。一度退いた競技者は再び出場することができない。ただし、交代の手続きは従来通りサッ
カー競技規則第３条に則って行う。
試合球は、公認球(５号)とし、競技規則第２条に適合するものとする。

10:40

第2試合 川内 - トレーフル 11:30 12:40

監督会議 8:30

開会式 8:45

第1試合 重信 - 久万 9:30

重
信

久
万

川
内

ト
レ
ー
フ
ル

F
C

①9:30 ②11:30

③14:30

水田　正志 谷口　幸隆

参 加 団 体 重信・川内・久万・トレーフルFC

組 合 せ

会 場 東温市総合公園 競 技 開 始 9:30

競技責任者 吉村　優輝 河野　司

競 技 名 サッカー 開 場 8:00

開 会 式 8:45



1

2

3 〇

　

4

5

　　 男子

重信 1

2

3

－

－

－

6

7

共通

　

団体

個人

戦を行い、男女とも上位４ペアが県大会に出場できる。

①女子はリーグ戦で行い、優勝校が県大会に出場できる。

②相互審判を基本とする。

①男子は８ペアのリーグ戦、決勝トーナメント戦を行う。女子は１１ペアのトーナメント

大会規定・諸注意　　

①(財)日本ソフトテニス連盟「ソフトテニスハンドブック」に準じて行う。

②すべて７ゲームマッチとする。

③審判は、正審・副審ともに、選手（敗者審判）が行う。

④試合球は公認球（アカエム・白）とする。

⑤服装・ゼッケンなどは、県大会規定に準ずる。

審 判 員 相互あるいは、敗者による審判とする。

第１試合 久万 重信

第２試合 重信 川内

第３試合 久万 川内

重信

川内

川内 順位

(推薦)
久万

　（女子) 重信・川内・久万

組 合 せ

女子

久万 重信

二宮　直人 井谷　清乃

参 加 団 体 　（男子) 重信（個人戦のみ）

会 場 東温市総合公園 競 技 開 始 9:15

競 技 役 員 村上　　嵩 勝木　規夫 野間　剛

競 技 名 ソフトテニス 開 場 8:00

開 会 式 9:00



1

2

3 ○

4

5

　　 女子 男子

6 公認審判員３名　

7

○ 2025年度(公財)日本バレーボール協会制定６人制競技規則及び競技要項に準ずる。

○ 男女ともにトーナメント戦で行う。

○ 試合は、設定時間（プロトコール開始）で行う。

○ 第１試合（女子）の終了が10：30を超えた場合、試合終了の30分後に第２試合（男子）を開始する。

○ 試合球（男子：ミカサ、女子：モルテン）は、各校で用意する。

○ 試合前後の握手を行う。

○ チェンジコートを行う。

○ 第２試合（男子）終了後、表彰を行う。

○ 会場校からの諸注意に従うこと。

大会規定・諸注意

2 重信 2 川内

第１試合 - 第２試合 -

- -

- -

審 判 員

　（女子) 重信・川内

組 合 せ

1 川内 1 重信
①

９：30
②

11：00

寺岡　万名登

参 加 団 体 　（男子) 重信・川内

会 場 川内中学校 競 技 開 始 9:30

競 技 役 員 渡部　真平

競 技 名 バレーボール 開 場 8:00

開 会 式 9:00



1

2

3 〇

　

　

4

5

　　 男子 女子

1

2

3

美川 久万

①
敗者

川内

①
勝者

川内

6

7

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎ ゴミは持ち帰る。

競 技 名 バドミントン 開 場 8:00

会 場 久万中学校

開 会 式 8:40

競技開始 8:50

競 技 役 員 田坂　優佳 中橋　亮介 萩井　信貴

濱　　成士 水本　允輔 森　裕志

吉崎　雅士 原田　佳奈

参 加 団 体 　（男子) 川内・久万・美川・W☆PEACE

　（女子) 川内・久万・美川

組 合 せ

美川 久万 川内 順位

美川 ① 川内 ‐ 久万

久万

川内

大会規定・諸注意

第１試合 -

第２試合 -

第３試合 -

審　　判　　員 選手の敗者審判

昼食時間を指定する。各自で取る。

敷地内禁煙。

　現行の（公財）日本バドミントン協会競技規則及び大会運営規定並びに公認審判規
定に則って行う。

各ゲーム間に120秒を超えないインターバルを取ることができる。

応援は２階から行う。１階フロアーに入れるのは選手・監督・コーチ・審判のみ。

コート以外でのシャトルを打っての練習を禁止する。

シャトルは日本バドミントン協会２種検定球（４番）を使用する。

試合中のストロボ撮影は認めない。



1

開会式

2 競技開始

3 〇

4

5

　　 男子 女子

川内 重信 久万 重信

6

7

○

〇 試合ではマウスガードまたはマスクを着用する。

〇 竹刀検量は行わない。各顧問が必ず確認すること。

○

〇 団体戦は、4名の場合は次鋒をあける。3名の場合は、次鋒と副将をあける。

○

○

○
　

○ 「つばぜり合い」については「全日本剣道連盟暫定的試合規則」によって行う。

競 技 名 剣道 開場 8:00

　（女子) 重信・川内・久万

会 場 久万高原町B＆Ｇ体育館

9:00

高江　健斗 春藤　康宏

9:15

髙橋　淳 石丸　貴大

参 加 団 体 　（男子) 重信・川内・久万

第１試合 - 第２試合 -

組 合 せ

1 川内 1 久万

2 重信 2 重信

試合時間は３分間とする。

勝敗が決しない場合、団体戦は引き分け。個人戦は勝敗が決するまで2分単位で延長戦を行う。その場
合、延長3回終了後、体調を確認し、休憩が必要な場合は5分間の休憩をとる。そのまま続けた場合は、5
回の延長で休憩をとる。その後は3回実施ごとに休憩を5分間とる。

団体戦において、勝者数、取得本数ともに同数の場合は代表決定戦を行う。代表者戦の延長戦について
は個人試合に準ずる。

サポーターなど（足袋・テーピングを含む）の使用については、医療上必要と認める場合に限り使用を認め
る。また、肘や膝などにつける物を足に使用したり、ゴムや革及びすべり止めを底にはった物等の使用は
禁止する。

審　　判　　員 公認審判員７名

大会規定・諸注意

全日本剣道連盟試合・審判規則、同細則及び中体連剣道競技部規定による。                                                       


